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地球温暖化による氷河の融解に伴い，海水準は上昇している．氷河の融解は主に太陽起源の短波放射によって行われ
ている．氷河表面に不純物が存在すると，表面アルベドが低下する場合が多い．その結果，短波放射の吸収量が増加し，
氷河の融解が促進されることがある．したがって，氷河の不純物量やそのアルベドを見積もることは，氷河の変動を明
らかにする上で重要である．しかし，氷河表面のアルベドの観測は限られた範囲でしか行われていなく，広域でのアル
ベドの分布を調査するにはリモートセンシングが有効である．
本研究では，海水準の上昇に大きく寄与している南米パタゴニア氷原に注目し，衛星画像 (Landsat-7/ETM+)を用いて

チンダル氷河消耗域全域のアルベドの空間分布を分析した．その結果，チンダル氷河消耗域の平均アルベドは 0.43であっ
た．これは不純物の少ないきれいな氷のアルベドに一致する．そして，アルベドの標高および右岸・左岸による違いを
みたところ，標高が高くなるにつれアルベドも上昇していくという傾向がみられた．ただし地形による影響は考慮して
いないので，この分布が不純物によるものかどうかはわからない．
地形の影響を受けず不純物の指標となる Band2/Band4比の標高および右岸・左岸による違いをみた結果，限られた場

所ではあるが左岸中流部，下流部などで Band2/Band4比の値が比較的低いことが明らかになった．このことは，これら
の場所に不純物が多いことを示している．この傾向は，過去に報告されている結果とも一致していた．よってチンダル
氷河消耗域では，クリオコナイトや風送鉱物粒子などの不純物は左岸中流部・下流部に比較的多く存在していると考え
られる．


